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図 2. 外挿法で求めた各線径毎の補正値 

 

熱電対を用いた表面温度測定における誤差の低減化  
 

○中島  敏晴 *1)、沼尻  治彦 *2)、佐々木  正史 *2)  
 
1．目的・背景  
 LED 照明器具をはじめとして、小型電子部品実装回路基板や民生用及び一般家庭用電気
電子機器などの表面温度測定では、従来から熱電対が多用されている。最近では、製品の
安全性向上や製品寿命の判定のために、従来にも増して、より正確な表面温度測定が要求
されている。本研究では、熱電対を被測定物に耐熱テープ等を用いて取り付けて測定する
手法を対象として、使用する熱電対の線径や取り付け長さなどが測定値に及ぼす誤差につ
いて評価する。この結果を基に、測定誤差を低減するための補正値を算出し、測定精度の
向上を図ることを目的とする。  
 
2．研究内容  
（１）実験方法  

表面温度を測定するための熱板（銅板、
400mm×300mm×5mmt、黒化塗料塗布）を
作製し、表面温度値 100℃における分光放射
出力特性を評価した。熱電対による熱板表面
温度の測定は、線径がΦ0.5、1.0、1.6、2.3mm
のＫシース熱電対を使用し、取り付け長さは、
線径の 10、25、30、50、100 倍とした。ま
た、熱板への取り付けは、耐熱テープと金属
テープを用いた。熱板表面の設定温度は、50、
75、100、125℃とした。測定データから、外
挿法を用いて線径がゼロの位置へ補外するこ
とで、各線径の各温度における誤差補正値を
算出した。  

 
（２）結果及び考察  

熱板の分光放射出力特性の評価結果を図 1
に示す。ここから求めた全放射率はε≒0.92
であり、この放射率をもとにサーモグラフィ
で観測した熱板の表面温度分布は、熱板全体
で±2.0℃以上であったが、中央部周辺に限れ
ば±0.5℃以内の領域があり、測定ではこの領
域に熱電対を取り付けた。耐熱テープを用い
た測定の場合、表面温度が高くなるとともに
熱板とテープ間に空気層が発生し誤差が大き
くなる。この傾向は、線径が大きいほど顕著
であった。また、取り付け長さが線径の 50
倍を超える場合は、測定データに大きな変動
は認められなかった。各々の条件で測定した
データをもとに、外挿法で求めた各線径の補
正値を図 2 に示す。線径がΦ 0.5mm の場合、
補正値は 1.0℃未満と小さく、正確な表面温
度測定のためには可能な限り線径の小さい熱
電対を使用することが重要である。  
 
3．今後の展開  

今後、さらにデータの蓄積に努め、表面温
度測定の精度向上を図る。また、熱勘定計算式を用いて推定した補正値と実測データの比
較検討を行い、補正値の信頼性向上を図ることで、さらなる誤差の低減化を目指す。  

本研究の成果は、依頼試験業務や技術相談業務への活用をはじめとして、来年度以降に
発行する技術ガイドなどへの掲載により、測定技術の普及啓蒙を図っていく。  

 
*1)光音技術グループ、 *2)実証試験セクター  
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図 1. 作製した熱板の分光放射出力特性 
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図 1. 放射照度分布測定系 

赤外域における放射照度分布測定の検討 

 
 ○磯田  和貴 *1)、中島  敏晴 *1)、澁谷  孝幸 *1) 

 
1．目的・背景  
 近年、赤外放射を利用した加熱手法が一般に普及している。その加熱の量的特性は、被

照射面を単位面積あたりに通過するエネルギー量を表す放射照度（単位：W/m2）により評

価することができる。一方で、その放射照度の空間的な分布の測定に関しては、手法や問

題点について詳細な検討がなされた例は少ない。そこで本研究では、相対的な放射照度分

布の測定を目的に、熱型検出素子を多点で配置する手法について検討を行った。  
 
2．研究内容  
（１）実験方法  
 測定系を図 1 に示す。試作した金属治具を用

い た 熱 型 検 出 素 子 （ MIR-1002S ： 感 度 波 長

1m~18m、SSC（株）製）を 1 次元的に配置し、

出力を A/D 変換器により取り込んだ。また、測

定サンプルは、1 軸自動ステージ上に設置し、

任意の離間距離での測定を可能とした。A/D 変

換器及び自動ステージは、コンピュータ制御に

より距離毎の放射照度分布の測定が可能である。 
なお、本研究では、測定サンプルとして出力

300W の家庭用暖房機を用いた。  
 
（２）結果及び考察  
 サンプル正面での測定値を 1 と

して計算した場合の、相対放射照

度分布測定結果を図 2 に示す。な

お、サンプル正面と検出面との距

離を離間距離とし、その検出面で

のサンプル正面を原点とした水

平方向の距離を水平距離とした。 
 測定結果から、離間距離の増加

に従い、赤外放射が広がっていく

分布を確認した。このとき、正面

での測定値の時間的な安定性は±

3％ /30min であり、測定基準とした  
放射計（E-6、Eppley Laboratory Inc.
製）との測定値の差は約 5％以内

であった。  
 
3．まとめ・今後の展開  

熱型検出素子による多点放射照度分布測定手法を検討した。家庭用の暖房機を測定サン

プルとして実際に測定し、その相対放射照度分布を明らかにした。本研究成果は、暖房や

樹脂の加熱など赤外放射加熱を利用する分野での広い活用が期待できる。今後は、より熱

量の大きい至近距離での分布測定や面積の広い対象物の測定を可能とするために検討を重

ねる。  
 

*1)光音技術グループ  
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図 2. 放射照度分布測定結果 
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